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明
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
部
医
療
者

へ
の
先
行
接
種
が
開
始
さ
れ
る
。
国
立
病
院
系
の
医

療
従
事
者
約
４
万
人
の
接
種
後
、
続
い
て
３
９
０
万

人
の
医
療
者
等
、
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
国

民
へ
と
順
次
進
め
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ

－

19
感
染
拡
大
が
、
日
本
の
専
門
家
対
策
会
議

が
出
し
た
「
３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
を
避
け

る
こ
と
」
以
外
に
抑
え
込
み
対
策
が
な
い
現
状
で
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
必
須
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
今
回
の
ｍ

－

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
、
世

界
初
の
実
用
化
ワ
ク
チ
ン
で
あ
り
、
そ
の
安
全
性
は

未
知
で
あ
り
、
世
界
の
医
療
者
の
接
種
希
望
率
は

50
％
を
少
し
超
え
る
程
度
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
人
口
の
９
割
が
免
疫
を
持
ち
成
立
す

る
集
団
免
疫
を
獲
得
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
、
今

回
は
ワ
ク
チ
ン
自
体
の
感
染
予
防
効
果
、
持
続
期
間

が
不
明
で
あ
り
、
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
、
集
団
の
接
種

率
な
ど
に
左
右
さ
れ
る
た
め
見
通
し
が
立
た
ず
、
重

症
化
予
防
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
応
は
、
感

染
者
ル
ー
ト
の
把
握
と
海
外
旅
行
者
の
隔
離
対
策

の
遅
れ
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
方
向
性
な
ど
、
厚
労
省

の
指
導
は
じ
め
保
健
行
政
現
場
の
混
乱
が
露
呈
し
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
き
て
極
ま
っ
た
と
感
じ
る
。
そ

も
そ
も
感
染
症
に
対
す
る
国
の
医
療
体
制
が
脆
弱

な
我
が
国
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
直
撃
さ
れ
、
感
染

症
対
策
の
立
て
直
し
の
時
間
的
余
裕
を
与
え
ら
れ

ず
、
右
往
左
往
し
な
が
ら
１
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
。
感
染
症
専
門
家
の
科
学
的
論
拠
を
聞
き
た
い
と

思
っ
て
も
、
メ
デ
ィ
ア
に
出
て
く
る
専
門
家
会
議

か
ら
の
発
信
に
は
、
知
り
た
い
情
報
は
見
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
Ａ
Ｄ
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E
n
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e
n
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:

抗
体
依
存
性
感
染
増
強
）
を
介

す
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
誘
起
の
リ
ス
ク
は
？

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
以
外
の
中
長
期
の
副
作
用
は
？

な
ど
の
情
報
を
探

し
て
い
た
。

　

伝
統
的
な
ワ
ク

チ
ン
開
発
に
は
、

生
ワ
ク
チ
ン
、
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
、

成
分
ワ
ク
チ
ン

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
、
ウ
イ
ル
ス
が

生
き
て
は
い
る
が
弱
毒
化
し
た
ワ
ク
チ
ン
（
生
ワ
ク

チ
ン
）
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
し
な
い
よ
う
に
処
理
し
た

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
、
ウ
イ
ル
ス
の
成
分
を
人
工
的
に

合
成
し
て
作
っ
た
成
分
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
。
さ
ら
に

今
回
実
用
化
さ
れ
た
、
ウ
イ
ル
ス
成
分
を
作
ら
せ
る

遺
伝
子
ワ
ク
チ
ン
が
登
場
し
、
日
本
で
接
種
可
能
な

ワ
ク
チ
ン
は
米
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
ｍ

－

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
で
あ
る
。

　

日
本
で
も
国
産
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
中
で
も
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
（
以

下
「
医
科
研
」
）
で
は
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
研

究
を
手
が
け
て
い
る
情
報
を
得
て
い
た
。
ち
ょ
う

ど
14
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
そ
の
開
発
研
究
の
１
年
間
密

着
取
材
を
放
映
し
て
い
た
。
医
科
研
の
河
岡
義
裕

教
授
率
い
る
チ
ー
ム
で
は
、
や
は
り
Ａ
Ｄ
Ｅ
リ
ス

ク
を
回
避
す
る
古
典
的
な
手
法
に
よ
る
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
を
目
指
し
、
す
で
に
臨
床
試
験
に
移
行
で

き
る
ス
テ
ー
ジ
。
年
内
に
は
接
種
の
可
能
性
も
見

え
て
き
た
と
い
う
。
さ
ら
に
分
離
さ
れ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
継
代
培
養
の
過
程
で
弱
毒
ウ
イ

ル
ス
を
獲
得
、
製
薬
会
社
と
の
共
同
で
生
ワ
ク
チ

ン
開
発
も
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
医

科
研
は
じ
め
国
内
の
多
く
の
ラ
ボ
で
は
、
ｍ

－

Ｒ

Ｎ
Ａ
や
ベ
ク
タ
ー
を
使
用
し
た
遺
伝
子
ワ
ク
チ
ン

も
開
発
し
て
い
る
。
あ
る
病
理
学
者
か
ら
、
ｍ

－

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
、
20
年
に
及
ぶ
が
ん
抗
原
ワ

ク
チ
ン
の
開
発
か
ら
、
ｍ

－

Ｒ
Ｎ
Ａ
の
生
体
投
与

が
炎
症
惹
起
レ
セ
プ
タ
ー
で
あ
る
Ｔ
Ｌ
Ｒ
（T

o
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）
７
，
８
，
９
等
に
結
合
し
、
強
力

な
炎
症
反
応
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
を
、
自
然
免

疫
の
強
い
免
疫
原
性
制
御
を
克
服
し
て
き
た
歴
史

を
聞
い
た
。
ひ
と
の
行
動
は
科
学
的
根
拠
に
基
づ

い
た
説
明
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
変
容
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
迷
走

対
応
か
ら
そ
れ
を
強
烈
に
感
じ
た
。

　

地
球
温
暖
化
の
加
速
で
、
３
万
年
前
に
永
久
凍
土

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
が
、
凍
土
の

融
解
で
今
、
強
い
増
殖
力
と
感
染
力
を
保
持
し
な
が

ら
現
代
に
蘇
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
始
め
て
い
る
。

こ
の
先
、
21
世
紀
の
私
た
ち
は
何
度
も
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
襲
わ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
私
た
ち
医
療

者
は
前
線
に
立
ち
な
が
ら
も
、
科
学
的
情
報
発
信
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

知
り
た
か
っ
た
こ
と
は
科
学
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